
平成 30 年度  第 2回政策討論会第三分科会要点記録 

 

日 時  平成 30 年 8 月 8 日 （水）午前 15 時 00 分～15 時 50 分 

場 所  第一委員会室 

出席者  井上 博（座長） 

     河合 馨（副座長） 

     原 佳一 

     京西 且哲 

     松本 妙子 

     岡林 憲二 

     井上 源次 

     中井 良介 

 

討論テーマ 『子供のスポーツ環境について』 

学校でのクラブ活動や地域のスポーツクラブが抱える課題の解決について討

論する。 

 

◎ 資料の１枚目ですが、城北連合ソフトボールへの市民協からの助成金は最近

に始まったもので、ソフトボールの代表者が市民協の幹事会に参加している

が、発端はチームのユニホームが古く、メンバーや保護者が苦労している、

全員分を一新したいが余裕がないとの相談から始まった。 

スポーツへの経済的支援の必要性を感じた。         

指導者等の人的側面やグランド等の設備面でもサポートが必要と考える。 

◎ 配布資料に記載されている「指導者の不足」「指導者やスポーツクラブに対

する財政基盤の構築」について、私も全く同じ意見で、これは大きな課題で

あると思います。 

特に、中学校の部活動においては、学校によって部活動の種目にバラツキが

あって、選択肢が多い学校と少ない学校がある。        

子供たちに、いろんな種目にチャレンジしてもらうために、指導者を増やし

て、部活動の種目も増やしていく必要があると思います。    

◎ ソフトボール小学校女子、春夏と全国大会に出場。（春 優勝、夏 ３位） 

夏の大会は北海道で開催されたが、親子で約３０万円かかる。 

毎回毎回、遠征費用の工面に苦労されている。 

基金を積み立ててはどうか。体育協会を通じて、分担してもらうとか。 

この他、全国出場する選手や保護者のためにも、激励になるし、後に続く選

手の皆さんも刺激になるし、岸和田全体のイメージも変わってくるのではな



いだろうか。                       

◎ テーマの「子どものスポーツ環境」を議論するうえで想定される、①学校（中

学校）の運動クラブ活動 ②地域のスポーツクラブ（民間のスイミングスク

ールや野球、サッカーなど）があるが、行政が関わるのは①学校の運動クラ

ブ活動であると考えます。 

国の課題として、中学校の運動クラブ活動が、顧問（教師）不足による衰退

が表面化し、平成 29 年 4 月 1 日に「学校教育法施行規則」が改正され、外

部から部活動指導員による技術的な指導が認められるようになりました。 

しかし、地方自治体の教育委員会や学校の動きは鈍く、実質的な検討は行わ

れていないのが現状です。 

また、競技大会を主催する日本中学校体育連盟も、制度の見直しを進めると

しつつも具体的な協議には至っていません。 

早急に、課題の解決に向けた作業に着手すべきと考えます。   

◎ スポーツ振興課の文書「子どもを主体とした地域スポーツクラブのかかえる

課題」のなかで、「現在の子どもを取り巻くスポーツ環境」は、『身近な場所

でみんなと自由に楽しみながら体を動かすことができる環境ではありませ

ん』と述べ、「そのため大人のリードによって『協議スポーツ』が子ども達

の運動の機会となっています」と続いています。子どもが自由に楽しみなが

ら体を動かす、それができる環境が、子どもにとって大切だとの大事な指摘

だと思います。 

その意味では、子どもが自分の好きなスポーツに取り組むことを保障してい

るのが、中学校の部活動ではないかと思います。しかし問題も多くかかえて

おり、改善できるものを討論会を通じて提言し、苦労している現場に寄与で

きればと思います。                     

◎ 学校での運動部活動、また地域のスポーツクラブが抱える課題は様々あると

思われます。 

まず、分科会のテーマの範囲を中学校の運動部活に絞り込み、分科会として

運動部活動のあり方に関する調査、研究など議論を進めていく。近年、部員

数減少やそれに伴う教員、顧問数の減少、生徒スポーツの多様化について、

また一部勝利至上主義の弊害が生じている例なども指摘されています。 

今後、学校における運動部活動がどのように展開していくのか検討が求めら

れているところであります。とりわけ、生徒が自己の発育、発達の程度にふ

さわしいスポーツ活動を行うことは体力の向上、心身の健全な発達を促進さ

せ、同時にスポーツ活動を実践していく上で、競技力の向上にも大きな意義

を有しています。                    （井上源） 

◎ 政策討論会で議論を進める上で、行政と関わりの深い点を考慮し、また施策



提言を鑑みれば、討論対象は中学校の部活動についてが良いと思う。 

内容は、先生及び部外からの指導者招聘を含め、部活の顧問・指導者の育成

確保が喫緊の課題であると同時に部員の技術面の向上及び健康と心身の向上

を図る面からの討論が良いかと思う。             

 

以上の発言要旨であります。 

次回は、学校・教育委員会からの資料等も参考に課題について討論する。 

 


